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第二次世界大戦終了後、世界の政治・経済・社会構造を二分する二極システムが国際構
造を規定するようになって以来、国際安全保障や国家安全保障の概念が国際政治学におけ
る中心概念のひとつとして重きをなし、国際公共政策や国家内部の公共政策のなかでも最
も重要な概念として取り扱われてきた。それは、現代科学技術革命の鬼子ともいうべき原
子力の軍事利用が、広島と長崎への原爆投下以降、常態化過程に入ってから、それまでの
安全保障論にはなかった抑止の概念を生み出し、やがてアメリカの核独占がソ連の原爆保
有によって崩れてから相互核抑止の概念へと展開していくなかで核時代における超大国の
軍事的「経世済民の策(statecraft)」を律する中枢概念と化していく。
冷戦が終結してパワーの国際的分布における二極システムが崩壊した現在もなお、核保
有国は抑止の政策思考を捨てることなく、核戦力の保有にこだわり、国家安全保障の物理
的基礎に核兵器を据え続ける。１９７０年に成立した核拡散防止条約 (Nuclear
Non-proliferation Treaty: NPT)に基づく核不拡散体制は、冷戦中期から冷戦終結後の現在
にいたっても、国際安全保障秩序を律する基本的な規範と行動原理を提供し続けている。
核保有国が抑止の戦略思想に固執する限り、予見しうる将来、NPT 体制は国際安全保障を
担保する仕組みとして、また国際安全保障や国家安全保障の政策領域を支配する中心的な
制度として存続し続けることであろう。それは、昨今のイランによる核開発問題や北朝鮮
の核保有問題をめぐる国際政治の展開を一瞥すれば容易に理解できる。
このような抑止の政策思想が冷戦終結後も核保有国やその同盟国への拡大抑止（「核の
傘」）の思想として根強く生きながらえる一方で、冷戦構造の崩壊に伴って立ち現れた新し
い国際構造の下で冷戦時代には予想もされなかった安全保障の新しい争点が浮上してきた。
ボスニア・ヘルツエゴヴィナ紛争やコソヴォ紛争、アフリカにおけるツチ族とフツ族との
紛争、スーダンでのダルフール危機など、エスニック紛争の続発、９・１１同時多発テロ
に象徴されるテロリズムの氾濫、AIDS/HIV や鳥インフルエンザなどの感染症、海賊の横
行、麻薬や人身売買といった伝統的安全保障の国際公共政策では捉えきれない多様で対応
の難しい争点の浮上がそれである。このような争点は、「人間の安全保障」という新しい安
全保障概念の公共政策分野への登場を促す。マイケル・ウォルツアー（Michael Waltzer）
がクラウゼヴィッツの言を置き換えて「政治とは他の手段による戦争の延長である」と形
容した事態が進む。これに「環境（生態系）安全保障のような地球規模の安全保障の争点
が加わり、従来の国家間関係を前提にした国際安全保障や国家安全保障の概念枠組みでは
捉えきれない事態に人類は直面している。
他方、クラウゼヴィッツ的な「戦争とは他の手段による政治の延長である」という認識
に基づく「旧い戦争」観にたった戦争が、新世紀に入っても続く。２００１年に始まった
アフガニスタン戦争や２００３年３月に開始されたイラク戦争は、非国家主体を対象とす
2る対テロ戦争という戦争目的が前面にあらわされながら、他面で二つの主権国家に対する
戦争として戦われた。反面で対テロ戦争は、非国家主体であるイスラム原理主義勢力を相
手にした国家主体による戦争と化し、泥沼化の様相を強める。しかも、イラク国内でシー
ア派とスンニ派とのテロの応酬にみられるような泥沼の非国家主体間の闘争という一面が
露わになり、凄惨なエスニック紛争が進む。内容と程度こそ違え、多国籍軍とエスニック
集団が絡まりあうイラク型の戦争はアフガニスタンでも止まらない。クラウゼヴィッツ的
な「旧い戦争」とエスニック集団やテロリスト集団が主役として登場する「新しい戦争」
とが交錯する紛争模様が、国際構造の変容をさらに促す。
それでは、このような国際構造の変容を目の当たりにしたわれわれは、安全保障の国際
公共政策について、認識枠組みをどのように組み替えていけばよいのか。少なくとも国際
関係論の古典的な認識枠組みでこのような新しい争点の内実を正しく理解し、紛争解決の
方途を的確に指し示すことは難しい。古典的なパラダイムから争点の多様性を見据えた新
しい認識パラダイムへの転換が今ほど迫られているときはない。
本論文では、第１章で、冷戦後の国際システムの変容を見据えながら国際社会が直面し
ている安全保障の公共政策空間における新しい争点を組み込んだ認識パラダイムとは何か
を問う。その作業の一環として、国際関係の理論研究の流れと関連づけながら、安全保障
問題への多様な接近方法を素描し、どの接近方法が安全保障の旧い局面と新しい局面の双
方を理解するうえで最も適しているかを論じる。
第２章では、公共政策としての国家安全保障政策を「経世済民の策(statecraft)」との関
連で捉え直し、古典的な「経世済民の策」論の限界を超克する新しい「経世済民」論とは
なにか、という論点について政治的、軍事的、経済的側面から考察を加え、同時にこれら
の三つの側面を接続する概念として情報系(intelligence)「経世済民の策」の現代的意義に
ついて論じる。
第３章では、公共政策としての国際安全保障政策を冷戦時代の国際規範と冷戦後のそれ
との異同性について論じ、国際システムの変容と関連づけながら、何が変わって何が変わ
らないかという論点を浮き彫りにし、現代国際社会のなかで国民国家が直面している安全
保障上の政策課題を追う。その際、わが国の国際政治学研究において忌避される傾向の強
い地政学の概念を敢えて用い、地政学の古典が常に内包してきた権力政治的契機が現代の
国際環境の変質にいかに対応しきれず、“戦争の地政学”という腐臭を拭えないでいるかを
問う。そして、安全保障の公共空間を覆う争点の多元化を見据えた地政学の抜本的な組み
直しという視点から、地球環境の保全や「人間の安全保障」を確実にする「平和の地政学」
＝新地政学の理論構築への道筋を素描する。
第４章では、冷戦後の日米同盟体制の変容を軸にして公共政策としての国家安全保障政
策の現代的な意味内容が考察される。２１世紀初頭から中期までのアメリカの世界戦略の
再編を描いた「核戦略態勢見直し（ＮＰＲ）」が、どのような内容からなり、それが４年ご
3とに策定される国防態勢の見直し（ＱＤＲ）にどのように反映されているかを明らかにす
る。同時に、ブッシュ政権下に策定されたＮＰＲとＱＤＲが日米安保体制の変容にどのよ
うな影響を及ぼそうとしているか。また、２１世紀のアメリカの世界戦略の行方を左右す
る米軍「変革(transformation)」問題とどのようにリンクし、日本における基地問題にどの
ような影響を及ぼそうとしているかが考察される。
第５章では冷戦後の東アジアで胎動するようになった東アジア共同体構想を安全保障共
同体創生への地域内相互作用の新展開と捉え、東アジアにおける安全保障秩序創生への展
望を試みる。東南アジア諸国連合（ＡＳＥＡＮ）がＡＳＡＮ協和宣言（ＡＳＥＡＮ・Ｃｏ
ｎｃｏｒｄ２）に基づいて域外の大国（日本・中国・韓国）を牽引するかのような動向を、
大国主導型のウエストファリア体系とは異質のポスト・ウエストファリア体系創造へのイ
ニシアティブと捉える。こうしたＡＳＥＡＮのイニシアティブは、政治・軍事レベルと経
済レベル、社会レベルの三次元で安全保障共同体を構築し、アジアに不戦共同体を創造す
る端緒となるかもしれない。
終章では、第５章の論述を踏まえ、エッチオニィ(Amitai Etzioni)たちが提起するコミュ
ニタリアニズムの接近方法を保守的リアリズムでもなくコスモポリタニズム的理想主義で
もない「第三の道」と位置づけ、偏狭なナショナリズムを克服して安全保障共同体の創生
に接近するための最も有意な方法として今後の安全保障政策の策定に導入すべきことが強
調される。
以上、序章から終章に至るまでの全体構成が描き出されたが、本論文を通じて最も強調
されるべき点は、安全保障政策が狭義の防衛政策と解釈されがちであった従来の安全保障
政策認識とは大きく異なり、「人間の安全保障」論や生態系安全保障論をも組み込んだ、い
わば総合安全保障政策的な認識軸から国家安全保障政策を組み直し、同時に国境を越えた
グローバル安全保障政策や地域的安全保障政策の枠組みのなかにこのような認識軸をビル
ト・インさせることにある。安全保障共同体創生論も、もちろんこの認識軸のなかに包み
込まれる。
以上。
